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Shinji H. Commensal bacterium Staphylococcus epi-
dermidis serine protease esp eliminates Staphylococ-
cus aureus nasal colonization via biofilm destruction. 
International Union of Microbiological Societies 2011 
Congress. Sapporo, Sept.

 6）Sugimoto S, Iwamoto T, Takada K, Sato F, Iwase T, 
Tajima A, Hironaka I, Okuda K, Shinji H, Mizunoe Y. 
Staphylococcus epidermidis Esp degrades novel bio-
film matrix proteins in Staphylococcus aureus bio-
films. 第 85 回日本細菌学会総会．長崎，３月．

 7）Sugimoto S, Iwamoto T, Sato F, Tajima A, Iwase T, 
Shinji H, Mizunoe Y. Proteomic survey for Staphylo-
coccus aureus biofilm matrix proteins: extracellular 
AAA＋ chaperone ClpB contributes to the biofilm 
formation. 9th International Conference on AAA Pro-
teins. Kumamoto, Nov.

 8）岩瀬忠行，田嶌亜紀子，杉本真也，弘中一平，進士
ひとみ，水之江義充．黄色ブドウ球菌ファイブロネク
チン結合タンパク質 FnBPA，FnBPB の in vitro，in 
vivo感染における役割．第56回日本ブドウ球菌研究会．
高知，９月．

 9）水之江義充．細菌の形成するバイオフィルム．第
85 回日本感染症学会総会・学術講演会．東京，４月．

10）岩瀬忠行．宿主－常在細菌－病原細菌との間に見ら
れる相互作用．第 94 回日本細菌学会関東支部総会．
東京，10 月．

11）田嶌亜紀子，弘中一平，杉本真也，岩瀬忠行，進士
ひとみ（国際学院埼玉短期大学）, 水之江義充．黄色ブ
ドウ球菌 FnBPA，FnBPB の in vitro，in vivo 感染に
おける役割．第 128 回成医会総会．東京，10 月．

Ⅳ．著　　書
 1）Sugimoto S, Sonomoto K. Chapter 8. Quality con-

trol of protein structure in lactic acid bacteria. In: 
Sonomoto K, Yokota A, editors. Lactic acid bacteria 
and bifidobacteria: Current progress in advanced re-
search. Norfolk: Caister Academic Press, 2011. p.143‒
56.

 2）水之江義充．第Ⅳ編：細菌学各論　第 13 章：グラ
ム陰性通性嫌気性桿菌　ビブリオ科，その他のグラム
陰性通性嫌気性桿菌．平松啓一（順天堂大学）監修，
中込　治（長崎大学），神谷　茂（杏林大学）編．標
準微生物学．第 11 版．東京：医学書院，2012．p.189‒
99．

環境保健医学講座

教　授：柳澤　裕之  生体における必須微量元素
の役割，産業および環境化
学物質の毒性（特に中毒性
腎症）/変異原性/発癌性，
職場のメンタルヘルス

准教授：縣　　俊彦  疫学方法論，医療情報処理，
地域保健，EBM

准教授：須賀　万智 疫学，予防医学
講　師：宮越　雄一  電磁場と化学物質の複合曝

露による変異原性，必須微
量元素の生体影響

教育・研究概要
Ⅰ．実験医学
１．酸化的 DNA 損傷（8‒OHdG）の分析
電気化学検出器・紫外分光検出器付き高速液体ク

ロマトグラフィー（HPLC‒ECD/UV）にて，酸化
的 DNA 損傷である 8‒hydroxydeoxyguanosine（8‒
OHdG）および dG（deoxyguanosine）を分析した。
亜鉛過剰モデルラットの骨髄細胞の 8‒OHdG/dG は
対照群と比較して増加を認めた。酸化インジウムま
たは水酸化インジウムをラットに気管内投与したと
ころ，対照群と比較して有意差は見られなかった。
２．糖尿病における遺伝子変異誘導要因の解析
糖尿病による酸化ストレス負荷に起因する発がん

リスクに関する基礎的な検討として，STZ 投与に
より糖尿病を誘導したモデルラットにおける染色体
異常を，末梢血を用いる小核試験により経時的に検
討した。その結果，成熟赤血球においては，投与後
４週の間，核頻度がわずかに増加する傾向が認めら
れた。これらのことから，高血糖負荷により，小核
の形成頻度が上昇する可能性が示唆された。これら
は，同一個体を経時的に観察することによって得ら
れた結果であり，末梢血を用いる小核試験の有用性
が示された。今後，再現性も含め，より詳細に検討
を進めていきたい。
３．MALDI 分析による 8‒ヒドロキシ‒デオキシ

グアノシンの測定
生体に酸化ストレスが加わると，生体成分が酸化

損傷を受ける。このとき遺伝子 DNA 中のグアニン
塩基は，８位の炭素が酸化されることにより，8‒ヒ
ドロキシ‒デオキシグアノシン（8‒OHdG）が生成
される。この 8‒OHdG は，DNA の酸化損傷を示す
最もよい指標と考えられており，これまでに GC/
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MS による分析法を確立し，更に MALDI/TOFMS
を用いた 8‒OHdG の測定について検討を行った。
４．高気圧環境への曝露が疲労に及ぼす影響
大規模建築物の基礎工事等で行われている圧気土

木作業において，高気圧環境への暴露が労働者の疲
労に及ぼす影響について調査した。疲労の評価には
唾液中のヒトヘルペスウィルス６型（HHV‒6）の
量的な変化を用いた。調査の結果，高気圧下での作
業では，高気圧曝露のない通常の作業に比べ，作業
後の HHV‒６DNA 量が有意に高かった（p＝0.002）
ことから，疲労の度合いが大きいことが示唆された。

Ⅱ．疫学・EBM・調査・情報処理
１．疫学方法論・EBM・医療情報処理・地域保

健
疾病の発症形式の解明，病因論の追求手法として

膨大なケース数で，多変量のデータを用いた疫学方
法論の開発を行って来た。一方，医療分野で多用さ
れるノンパラメトリック法の開発，有効活用の研究
も検討した。

Evidence‒Based Medicine（EBM）の方法論，実
践方法を検討している。地域保健分野として東山梨
コホートなどのデータから各種疾患リスクファク
ターの検討をしている。全国レベルでは，特定疾患
の疫学調査（発生率，発症要因），収集医療情報の
有効活用，対象に即した医療情報処理教育の方法論
も検討した。
２．医薬品情報に関するアンケート調査
厚生労働科学研究「国民および医療関係者との副

作用情報にかかるリスクコミュニケーション方策に
関する調査研究」研究班として，人間ドック受診者
に「医薬品情報に関するアンケート調査」を行い，
医薬品情報に対する意識と収集の状況などを分析し
て報告した。
３．更年期障害の有病率調査
聖マリアンナ医科大学産婦人科学教室との共同研

究で，川崎市北部在住の50歳・60歳女性にアンケー
ト調査を行い，各年齢の更年期症状の有症率を分析
して報告した。また，日本の閉経と更年期障害の人
数を 2055 年まで推計して報告した。
４．１年後の体重変化と冠危険因子に関する分析
財団法人東京都予防医学協会との共同研究で，定

期健診データを用いて，職域男性における１年後の
体重変化と冠危険因子との関係について年齢別傾向
を分析して報告した。
５．自殺死亡のエコロジカル研究
独立行政法人国立精神・神経医療研究センター精

神保健研究所（自殺対策総合センター）との共同研
究で，自殺死亡率と社会生活指標の関係を都道府県
単位と二次医療圏単位で分析して報告した。
６．「都道府県別自殺死亡率の年次推移とその関

連要因」
わが国の自殺者数は平成 10 年から急増し，13 年

連続で年間３万人を超えている。以前より自殺には
地域差を認めることが指摘されている。今回，平成
２，７，12，17 年の都道府県別自殺死亡率と，６
分野 25 項目の社会生活指標との関係を年次・男女
別に解析した。また，それらの要因が平成 10 年前
後で，どの様に変化したかについても検討した。
７．L‒カルノシンおよびその亜鉛錯体ポラプレ

ジンクの褥瘡における効果
胃潰瘍治療剤ポラプレジンクは，L‒カルノシン

と亜鉛の錯体である。L‒カルノシンとポラプレジ
ンクの慢性期褥瘡における効果を検証する介入研究
を行った。褥瘡の治癒速度は PUSH スコアを用い
て評価した。L‒カルノシンとその亜鉛錯体ポラプ
レジンクはいずれも褥瘡の治癒を促進させることが
示唆された。
８．２型糖尿病患者における血糖変動と合併症の

研究
２型糖尿病患者を対象とし，糖尿病合併症および

総死亡に対する血糖変動と年齢の影響，血糖値の時
間に及ぼす効果等を分析して報告した。
９．職場のメンタルヘルス
近年自殺者数が３万人を超え，行政や職場の産業

スタッフによるメンタルヘルス対策が実施されてい
る。現在様々なメンタルヘルスの調査票が使用され
ているが，より具体的な項目を示すことでメンタル
ヘルス不調を早期に発見し改善することが必要であ
る。ある一般企業に勤務する労働者に対して，具体
的な項目を示した調査票を使用して職場でのストレ
ス要因を分析・検討した。

　「点検・評価」
１．教育について
教育に関しては，社会医学Ⅱ，臨床基礎医学Ⅰ（中

毒学，腫瘍学），臨床基礎医学Ⅱ（感染症），臨床疫
学の講義を担当した。他のユニットと連携すること
で，学生にとって理解しやすくなったと思われる。
２．研究について
本年度は，実験的研究と疫学研究・情報処理の大

きく２つの枠組みの中で研究活動は行われた。
実験的研究としては，必須微量元素の生体への影

響－特に老化促進要因としての亜鉛欠乏症，インジ
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ウム化合物，生活習慣病としての高血圧や糖尿病の
発癌リスクアセスメントなどが行われた。これらは，
学会発表や論文として公表され研究成果は上がって
いるものの，来年度も引き続き検討を要する。

疫学研究・情報処理については，地域コホート研
究から各種疾患のリスク評価の検討，EBM 方法論
や実践方法の検討，予防接種の医療経済評価，更年
期障害の有病率調査，腹囲と体重と冠危険因子に関
する分析，糖尿病患者の疫学的研究，褥瘡に対する
亜鉛補充療法の効果，職場のメンタルヘルスに関す
る研究など幅広い研究が行われ，これらは学会発表
や論文として公表されている。

研　究　業　績
Ⅰ．原著論文
 1）Suka M, Taniuchi A, Igarashi S, Kudo Y, Sato S, 

Yanagisawa H, Ishizuka B. Menopausal symptoms 
among community‒dwelling 60‒year‒old Japanese 
women. Menopause‒state of the art. Roma : CIC 
Edizioni Internazional, 2011, p.475‒8.

 2）Suka M, Hayashi T, Kobayashi S, Ito S, Yumura W, 
Ozaki S. Improvement in health‒related quality of life 
in MPO‒ANCA‒associated vasculitis patients treated 
with cyclophosphamide plus prednisolone: an analysis 
of 18 months of follow‒up data from the JMAAV 
study. Mod Rheumatol 2012 Feb 4. ［Epub ahead of 
print］

 3）Ozaki S, Atsumi T, Hayashi T, Ishizu A, Kobayashi 
S, Kumagai S, Kurihara Y, Kurokawa MS, Makino H, 
Nagafuchi H, Nakabayashi K, Nishimoto N, Suka M, 
Tomino Y, Yamada H, Yamagata K, Yoshida M, Yu-
mura W, Amano K, Arimura Y, Hatta K, Ito S, Ki-
kuchi H, Muso E, Nakashima H, Ohsone Y, Suzuki Y, 
Hashimoto H, Koyama A, Matsuo S, Kato H. Severity
‒based treatment for Japanese patients with MPO‒
ANCA‒associated vasculitis: the JMAAV study. Mod 
Rheumatol 2012 ; 22(3) : 394‒404. Epub 2011 Sep 18.

 4）縣　俊彦．神経線維腫症２型の患者像の 2004 年と
2008 年の相違．厚生労働科学研究費補助金　難治性
疾患克服研究事業　神経皮膚症候群に関する調査研究
班研究業績 2012；23：72‒8．

 5）縣　俊彦．神経線維腫症１　公費患者の最近の変化．
厚生労働科学研究費補助金　難治性疾患克服研究事業　
神経皮膚症候群に関する調査研究班研究業績 2012；
23：7‒11．

 6）須賀万智，小田嶋剛，折井孝男，土居由有子，中山
健夫，山本美智子，杉森裕樹．医薬品情報に関するア
ンケート調査　医薬品情報に対する意識と情報収集の

実態について．日医療病管理会誌　2011；48(4)：235‒
41．

 7）須賀万智，池田俊也，赤沢　学，五十嵐中，小林美
亜，杉森裕樹，種市摂子，田倉智之，平尾智広，和田
耕治，佐藤敏彦．水痘ワクチンの定期接種化に関する
医療経済分析．厚生の指標 2011；58(8)：15‒22．

 8）須賀万智，谷内麻子，石塚文平．地域在住女性にお
ける更年期自覚と更年期症状．日女性医会誌 2011；
19(1)：25‒30．

Ⅱ．総　　説
 1）縣　俊彦．溶血性連鎖球菌感染症（溶連菌感染症）

病態と診断，予防と治療．感染防止 2011；21(1)：1‒6．
 2）柳澤裕之．20. 酸化カルシウム，31. 銅及びその化合

物，34. 二酸化塩素，46.4,4’‒メチレンジアニリン．中
央労働災害防止協会　労働衛生調査分析センター．平
成 22 年度　化学物質による健康影響・疾病に関する
調査研究報告書（労働基準法施行規則第 35 条専門検
討会化学物質による疾病に関する分科会第１回資料
７）．2011；81‒3，132‒4，143‒8，201‒5．

Ⅲ．学会発表
 1）縣　俊彦，西川浩昭（静岡県立大），稲葉　裕，黒

沢美智子（順天堂大）．神経線維腫症１公費患者の最
近の変化．第 76 回日本民族衛生学会総会．福岡，11 月．

［民族衛生］
 2）Agata T, Nishikawa H（Univ. Shizuoka）, Kurosa-

wa M（Juntendo Univ.）. Dermatologic epidemiology 
of Neurofibromatosis 1 （NF1） patientsdurind these 
12years in Japan and European countries. 20th Con-
gress of the European Academy of Dermatology and 
Venereology. Lisbon, Oct.

 3）大藤洋介，鈴木隆司，須賀万智，小岩井利一，宮越
雄一，柳澤裕之．都道府県別自殺死亡のエコロジカル
研究．第 128 回成医会総会．東京，10 月．

 4）鈴木隆司，須賀万智，柳澤裕之．都道府県別自殺死
亡の生態学的研究　平成 17 年人口動態統計より．第
70 回日本公衆衛生学会総会．秋田，10 月．

 5）望月　徹，宮越雄一，野寺　誠，小林伸行，近藤一
博，柳澤裕之．高気圧曝露の疲労への影響．第 46 回
日本高気圧環境・潜水医学会学術総会．東京，11 月．

 6）榮　兼作，縣　俊彦，宮越雄一，上出良一，柳澤裕
之．ポラプレジンクを使った亜鉛補充療法の褥瘡にお
ける効果．第 22 回日本微量元素学会学術集会．京都，
７月．

 7）Takao T, Ide T, Yanagisawa H, Kikuchi M, Kawa-
zu S, Matsuyama Y. HbA1c variability and mortality 
in patients with type 2 diabetes. World Diabetes Con-
gress Dubai 2011, Dubai, Dec.
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 8）高尾淑子，井出健彦，柳澤裕之，菊池方利，河津捷
二，松山　裕．２型糖尿病患者における増殖網膜症発
症への FPG variability と time‒dependent glycemic 
control の効果．第 54 回日本糖尿病学会年次学術集会．
札幌，５月．

 9）須賀万智，赤沢　学，五十嵐中，小林美亜，佐藤敏
彦，白岩　健，杉森裕樹，平尾智広，池田俊也．ワク
チンの医療経済性の評価：統一的指針の開発と費用対
効果の推計．第 82 回日本衛生学会学術総会．京都，
３月．

10）須賀万智，藤田利治，山内貴史，稲垣正俊，立森久
照，竹島　正．社会人口統計指標による地域分類と自
殺死亡に関する分析．第 22 回日本疫学会学術総会．
東京，１月．

11）Suka M, Miwa Y, Ono Y, Yanagisawa H. （Session 
Ⅱ：Health Promotion） Impact of weight gain on car-
diovascular risk factors in Japanese male workers. 
24th Annual Meeting of the International Health 
Evaluation and Promotion Association. Tokyo, Jan.

12）須賀万智．（シンポジウム５：健診からのエビデン
ス発信体制）受診者志向の健診・保健指導に向けた課
題．日本総合健診医学会第 40 回大会．東京，１月．

13）須賀万智，谷内麻子，五十嵐豪，石塚文平．日本の
閉経と更年期障害の推計 2009～2055 年．第 26 回日本
女性医学学会学術集会．神戸，11 月．

14）須賀万智，山内貴史，立森久照，竹島　正．医療圏
レベルでみた自殺死亡と地域特性に関する分析．第
70 回日本公衆衛生学会総会．秋田，11 月．

15）須賀万智，小田嶋剛，折井孝男，土居由有子，中山
健夫，山本美智子，杉森裕樹．一般市民に対する医薬
品情報提供のあり方：医薬品情報に関するアンケート
調査より．第 49 回日本医療・病院管理学会学術総会．
東京，８月．

16）須賀万智，三輪祐一，小野良樹，柳澤裕之．若年か
らの体重コントロールの重要性：体重・腹囲の変化と
冠危険因子の変化の関係．第 84 回日本産業衛生学会．
東京，５月．

17）柳澤裕之．微量元素はなぜ生命に必要なのか－亜鉛
を中心として－．相模女子大学大学院栄養科学研究科　
総合栄養科学特論．相模原，12 月．

18）柳澤裕之．口腔/消化器疾患を含めた生活習慣病の
予防と対策～必須微量元素の役割～．産業歯科保健研
究会第 31 回研修会．東京，１月．

19）柳澤裕之．産業保健における産業医と衛生管理者の
役割．社会福祉法人雲柱社高根学園保育所講演会．東
京，１月．

20）柳澤裕之．産業職場における重金属中毒．独協医科
大学産業医学講習会．下都賀郡壬生町，８月．［独協
医科大学産業医学講習会講師資料集・実習書］

21）柳澤裕之．金属中毒とその予防対策．産業医学専門
講習会．東京，１月．［産業医学専門講習会テキスト］

22）柳澤裕之．（サプリメントフォーラム１：微量元素
を考える：基礎と臨床 Up to Date）必須微量元素－
亜鉛の基礎と臨床．第 33 回日本臨床栄養学会総会・
第 32 回日本臨床栄養協会・第９回大連合大会．東京，
10 月．［New Diet Ther 2011；27(2)：102］

Ⅳ．著　　書
 1）清水英佑監修，柳澤裕之，佐藤冨美子（東北大学），

福本正勝（航空医学研究センター）編集協力．看護国
試シリーズ：みるみる公衆衛生 2012：健康支援と社
会保障制度．東京：医学評論社，2011．

 2）柳澤裕之．クロムと糖尿病．五十嵐脩１），江指隆年１）

（１神奈川工科大学）編．ビタミン・ミネラルの科学．
東京：朝倉書店，2011．p.166‒73．

Ⅴ．そ の 他
 1）柳澤裕之．亜鉛欠乏症 . ラジオ NIKKEI「医学講座」．

2011．
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